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Ⅱ　TOCと原価情報
　TOCは，1980 年代に E. M. Goldratt（以下，ゴールドラット）と R. E. Fox
等が中心となって展開した理論 1）であり，その後，ゴールドラットは TOC















































第 3ステップ： ボトルネック以外のすべてのものを第 2ステップでなされた
意思決定に従属させる。
第 4ステップ：ボトルネックの能力を緩める。
第 5ステップ： 以上のステップでボトルネックが解消されれば，第 1ステッ
プに戻る。
　継続的改善のための 5つのステップにおいて，プロダクト・ミックス意思
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 　　　　  （5）
　ただし，Piは製品 iの販売価格，viは製品 iの単位あたり変動費，Qiは製
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の定式化を次に示す。まず，製品 iの販売価格を Piとし，製品 iの単位あた
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ル（m× 1），y：バッチ数の整数値ベクトル（n× 1），I：単位行列（n× n），
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　たとえば，図表 6に示すように，製品 1と製品 2を複数部門で生産してい
る状況で，外的制約として製品 1の需要量の上限 Q1MAX，製品 2需要量の上
限 Q2MAXとし，図表のようにボトルネックとなる部門は単一で，それ以外の
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図表 6　ボトルネックが単一の場合の最適プロダクト・ミックス
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 1） Goldratt, E.M. and J. Cox［1992］による小説形式の著作は日本でも翻訳され，
その『ザ・ゴール』はベストセラーとなり，TOCは，ビジネス界でも注目を浴
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び，その研究および議論も活発化した。
 2） 仮定については，詳しくは片岡［1987］を参照。なお仮定 9については，筆者
が追加したものであり，販売価格，変動費率および固定費等の予測に不確実を
伴う場合は，確率論を導入した分析が必要となる。
 3） 生産管理活動に関わるコストをアクティビティの階層（レベル）で 4分類する
と，次のように区分される。
  ① 単位数レベルのアクティビティ：1単位の製品が生産されるごとに行われる
活動であり，その原価は，製品の生産量に応じて変化する。
  ② バッチレベルのアクティビティ：1バッチが生産されるごとに，行われる生
産活動であり，その原価は，バッチ回数に応じて変化する。
  ③ 製品支援レベルのアクティビティ：種類の異なる製品が生産されるごとに，
行われる生産活動であり，その原価は，製品種類数に応じて変化する。
  ④ 工場支援レベルのアクティビティ：工場全体にかかわる生産活動であり，特
定の製品に跡づけることは最も困難である。
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